
「もどき」について

…其身ぶりを、人がしたか、人形がしたかは訣らない。併し、呪言の副演出の本体は、人体であるが、も

出る精霊役は、人形である事もあり、又鏡・瓢などを顔とした、仮りの偶人である事もあつた。此だけの事は、

考へてよい根拠が十分にある。

折口信夫「偶人信仰の民俗化並びに伝説化せる道」

猿楽では多くの場合、「もどき」が狂言或は「をかし」と称へ替へられて居る。畢竟、わが国古代の信仰に

現れた「神」と「精霊」との問答の演劇化したもので、殊に神に容易に服従せないで、神の心に逆らひ、

まぜ返しをする精霊の動作が、何時々々までも、わが演劇史の上に印象を残した。其が色々な形で、わが

国特有の喜劇式表現法を形づくつたのだ。

折口信夫「江戸歌舞伎の外輪に沿って」

「もどく」と言ふ動詞は、反対する・逆に出る・批難するなど言ふ用語例ばかりを持つものゝ様に考へられ

ます。併し古くは、もつと広いものゝ様です。尠くとも、演芸史の上では、物まねする・説明する・代つ

て再説する・説き和げるなど言ふ義が、加はつて居る事が明らかです。

折口信夫「翁の発生」

すくなしか

「もどき」は、「ミメーシス」「シミュレーション」などと同様に、

二重性を帯びている語である。既存の何ものかを真似る、擬すると

いう通常用いられる意味を超え、その真似る本体自体を作り出す力

を持っていることである。「もどく」ことによって次第に形を表す

本体とは…


